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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロール紙輪転印刷機の折り装置に用いられ、パドルホイール（２０）を備え、製品が前
記折り装置から前記パドルホイール（２０）に供給され、次いで該製品が排紙装置ベルト
（２３）上に載置される、排紙装置モジュールであって、
　少なくとも前記パドルホイール（２０）が、前記折り装置に対して水平および／または
垂直方向に位置調整可能に形成されており、
　前記パドルホイール（２０）に個別駆動部（２５）が組み込まれており、該個別駆動部
（２５）が、前記パドルホイール（２０）と共に前記折り装置に対して水平および／また
は垂直方向に位置調整可能であり、且つ、
　前記パドルホイール（２０）および前記排紙装置ベルト（２３）が、前記折り装置に対
して水平および／または垂直方向に位置調整可能に形成されていることを特徴とする排紙
装置モジュール。
【請求項２】
　前記パドルホイール（２０）が、少なくとも１つの回転軸（２９、３２）の周りに旋回
可能に形成されていることを特徴とする請求項１に記載の排紙装置モジュール。
【請求項３】
　請求項２に記載の排紙装置モジュールにおいて、
　前記回転軸が該排紙装置モジュールの位置調整によって機械作動中に水平および／また
は垂直方向に変更可能であることを特徴とする排紙装置モジュール。
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【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の排紙装置モジュールにおいて、
　該排紙装置モジュールが、前記製品の幅とは関係なく常に中心にもしくは対称に前記製
品が前記パドルホイール（２０）のパドルに渡されるように、前記折り装置に対して水平
方向に位置調整可能であることを特徴とする排紙装置モジュール。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の排紙装置モジュールにおいて、
　前記製品の強度もしくは前記製品の厚さとは関係なく前記製品が前記パドルホイール（
２０）のパドルに対して位置的に正確に渡されるように、垂直方向および場合によっては
水平方向に位置調整可能であることを特徴とする排紙装置モジュール。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれかに記載の排紙装置モジュールにおいて、
　機械作動中に前記折り装置に対して水平および／または垂直方向に位置調整可能である
ことを特徴とする排紙装置モジュール。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の排紙装置モジュールにおいて、
　機械停止中に前記折り装置に対して水平および／または垂直方向に位置調整可能である
ことを特徴とする排紙装置モジュール。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれかに記載の排紙装置モジュールにおいて、
　レールシステムにおいて水平および／または垂直方向に位置調整可能に軸受けされるか
または案内されることを特徴とする排紙装置モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の上位概念に記載された印刷機の折り装置用の排紙装置モジュール
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、ロール紙輪転印刷機用のパドルホイール式排紙装置であって、該パドル
ホイール式排紙装置のパドルホイールに製品が折り機から供給され、次いで該製品が排紙
装置ベルト上に載置されるパドルホイール式排紙装置を開示している。特許文献１によれ
ば、そこに開示されたパドルホイール式排紙装置のパドルホイールは、固有の負荷調整式
モータを通じて駆動され、パドルホイールの回転角度位置は、モータ用の制御装置を通じ
て、到着する製品に対して調整可能または制御可能である。そこに開示されたパドルホイ
ール式排紙装置によって、パドルホイールはすでに、排紙能力の質をある一定の範囲で高
めるために、折り装置からパドルホイール式排紙装置に渡される製品に対して調整されて
いる。それでも全体として、特許文献１によるパドルホイール式排紙装置の調整可能性も
しくは位置調整可能性は、製品変更に対するそれ自体の適応に限定される。
【特許文献１】欧州特許出願公開第１０４４９１４号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このことから、本発明は、印刷機の折り装置のために新たな形式の排紙装置モジュール
を造り出すという問題に基礎を置くものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　この問題は、請求項１に記載の排紙装置モジュールによって解決される。本発明によれ
ば、少なくともパドルホイールは、折り装置に対して水平および／または垂直方向に位置
調整可能に形成される。
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【０００５】
　少なくともパドルホイールは、製品の幅とは関係なく常に中心にもしくは対称に製品が
パドルホイールのパドルに渡されるように、折り装置に対して水平方向に位置調整可能で
ある。
【０００６】
　少なくともパドルホイールを折り装置に対して垂直方向および場合によっては水平方向
に位置調整することによって、製品の強度（Starke）もしくは製品の厚さ（Dicke）とは
関係なく、製品がパドルホイールのパドルに対して位置的に正確に渡されることが保証さ
れる。これによって、排紙能力の質は従来の技術状況に対して大幅に改善可能である。
【０００７】
　本発明の好ましいさらなる発展形態は、従属請求項および下記の説明から明らかになる
。本発明の一実施例を図面に基づいて詳細に説明するが、本発明はこれに限定されるもの
ではない。
【０００８】
　以下、本発明を図１および図２に関連してさらに詳細に説明する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１は、本発明による排紙装置モジュール１０をロール紙印刷機の折り装置１１と共に
示す。折り装置１１は、裁断ブレード胴１２、折りブレード胴１３、および折りくわえ胴
１４を有している。裁断ブレード胴１２および折りくわえ胴１４は、同じ方向に、かつ折
りブレード胴１３とは反対に回転する。裁断ブレード胴１２、折りブレード胴１３、およ
び折りくわえ胴１４の間に、被印刷材料１５が移動すなわち案内される。裁断ブレード胴
１２は、２つの裁断ブレード１６を備えている。裁断ブレード１６の使用によって、被印
刷材料１５から印刷品が分離可能である。折りブレード胴１３は、３つの折りブレード１
７および３つの突刺し装置１８を備えている。これら３つの折りブレード１７は、それぞ
れ１２０°の角度で互いに離隔して、折りブレード胴１３の周囲に等間隔に配分されて位
置付けられている。同様に３つの突刺し装置１８も、それぞれ１２０°の角度で互いに離
隔して、折りブレード胴１３の周囲に等間隔に配分されて位置付けられており、こうして
２つの折りブレード１７の間にそれぞれ１つの突刺し装置１８が配置されている。折りく
わえ胴１４が、やはりそれぞれ１２０°の角度で互いに離隔して折りくわえ胴１４の周囲
に等間隔に配分されて位置付けられている３つの折りくわえ１９を有することは有利であ
る。
【００１０】
　被印刷材料１５から裁断ブレード胴１２によって分離された印刷品に折り目を用意する
ために、裁断ブレード胴１２、折りブレード胴１３、および折りくわえ胴１４は、裁断ブ
レード胴１２の裁断ブレード１６の使用によって被印刷材料１５から印刷品が分離される
際に、分離された印刷品が突刺し装置１８によりその紙先で保持されて折りブレード胴１
３の回転のもとでさらに移動するように、協働する。これによって、分離された印刷品は
、折りブレード胴１３と折りくわえ胴１４との間の折り目形成のために画定された相対位
置に移動し、次いで、この相対位置に到達すると、折りブレード胴１３の折りブレード１
７は、折りくわえ胴１４の開いた折りくわえ１９の間の折り目領域において印刷品を押圧
し、他方では突刺し装置１８が印刷品を解放する。次に、このように折りくわえ胴１４に
よって保持された印刷品は、折りくわえ胴１４の回転のもとでさらに移動し、適切な位置
で折りくわえ胴１４から本発明による排紙装置モジュール１０へ渡される。
【００１１】
　図１によれば、排紙装置モジュール１０は、複数のパドルを有するパドルホイール２０
を有しており、パドルホイール２０の隣接するパドルは、パドルポケットを画定する。上
述のように、折りくわえ胴１４に保持された印刷品もしくは製品は、折りくわえ胴１４か
ら排紙装置モジュール１０へ渡され、ここには、コンベヤベルト２１が導入されて方向転
換ローラ２２によって案内されている。これによって、折られた印刷品もしくは製品は、
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コンベヤベルト２１の領域において折りくわえ胴１４の折りくわえ１９から解放され、コ
ンベヤベルト２１に渡され、コンベヤベルト２１を通じてパドルホイール２０のパドルポ
ケットの中に案内される。
【００１２】
　排紙装置モジュール１０はさらに、パドルホイール２０の傍らに排紙装置ベルト２３を
含み、パドルホイール２０は、折りたたまれた印刷品もしくは製品を排紙装置ベルト２３
の上に放出する。排紙装置ベルト２３にはさらに別の搬送ベルト２４が繋がっている。図
１から読みとることができるように、パドルホイール２０には個別の駆動装置２５が組み
込まれており、これを使用してパドルホイール２０と、場合によっては排紙装置ベルト２
３とが駆動される。しかし、排紙装置ベルト２３にもやはり個別の駆動装置を組み込むこ
とができる。したがって図示の実施例では、本発明による排紙装置モジュール１０は、パ
ドルホイール２０、パドルホイール２０に組み込まれた個別の駆動装置２５、および排紙
装置ベルト２３を含む。
【００１３】
　本発明の考えでは、少なくともパドルホイール２０は、折り装置１１に対して、すなわ
ち折り装置１１の折りくわえ胴１４に対して、水平および／または垂直方向に位置調整可
能に形成される。排紙装置モジュール１０全体が、折りくわえ胴１４に対して水平および
／または垂直方向に位置調整可能に形成されることは好ましく、この好ましい場合、パド
ルホイール２０は、個別の駆動部２５、および排紙装置ベルト２３、および図示されない
補強装置（Ausstreifvorrichtungen）と共に、水平および／または垂直方向に位置調整可
能である。この種の位置調整可能な排紙装置モジュール１０によって、それ自体を、変化
する製品に最適に適合させる、特に変化する製品幅と変化する製品の強度もしくは製品の
厚さとに最適に適合させることが可能である。
【００１４】
　排紙装置モジュール１０は、折りたたまれた製品もしくは印刷品が、その製品幅とは無
関係に常にパドルホイール２０のパドルの中央に渡されるように、図２における二重矢印
２６で示される水平方向に、折り装置１１に対して位置調整可能である。それに続いて、
二重矢印２６の方向における排紙装置モジュール１０全体の水平移動によって、折りたた
まれた製品が、パドルホイール２０のパドルにおいて、かつ排紙装置ベルト２３の上にお
いて、常に対称に案内されることを保証することができる。
【００１５】
　さらにまた、好ましい実施形態では、本発明による排紙装置モジュール１０は、図１に
示す二重矢印２７および２８で示されるさらに別の水平方向および垂直方向に位置調整可
能である。これによって、製品の強度もしくは製品の厚さとは関係なく、折りたたまれた
製品が位置的に正確にパドルホイール２０のパドルに渡されることが確実になる。排紙装
置モジュール１０の二重矢印２７および２８で示される位置調整によって、排紙装置モジ
ュール１０は、折りたたまれた製品をパドルホイール２０のパドルポケット内に差し込む
方向（矢印３０）に平行に押されることが可能なように、それ自体が調整可能であり、こ
うしてパドルホイール２０のパドルポケット内への折りたたまれた製品の差し込み時点お
よび差し込み角度の変更を保証する。さらにまた、これによって、折りたたまれた製品を
パドルポケットの中に挿入する際に、折りたたまれた製品の、パドルホイール２０のパド
ル背面からの間隔を調整することができる。
【００１６】
　こうして、本発明による排紙装置モジュール１０は、それ自体の、折りたたまれた製品
の変化する製品の強度もしくは製品の幅に適合させるための複数の位置調整可能性によっ
て、際立っている。これに加えて、排紙装置モジュール１０は、水平もしくは垂直方向に
、および折りたたまれた製品を排紙装置モジュール１０のパドルホイール２０の中に差し
込む方向に平行に、位置調整可能である。
【００１７】
　本発明の考えでは、排紙装置モジュール１０は、機械作動中でも機械停止中でも位置調
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整できるように形成されている。
【００１８】
　排紙装置モジュール１０は、図示されていないレールシステムにおける簡単な位置調整
可能性を保証するために、水平および／または垂直方向に位置調整可能に軸受けされ、ま
たは案内され、位置調整自体は電動式、または空気式、または液圧式調整装置を通じて行
うことができる。変化する製品の強度および／または製品の幅に排紙装置モジュール１０
を適合させるための折り装置１１に対する排紙装置モジュール１０の位置調整を、完全に
自動化するか、または手動で実施することができる。さらに、排紙装置モジュール１０の
ための制御用計算機の中に、排紙装置モジュール１０の折り装置１１に対する様々な位置
もしくは姿勢を予め定められた製品の幅および／または製品の強度に応じて保管しておき
、これらの事前調整に応じて排紙装置モジュール１０の自動的調整を企てることも可能で
ある。
【００１９】
　図１および図２に示すように、本発明による排紙装置モジュール１０はさらに、回転軸
２９の周りに回転可能もしくは旋回可能である。二重矢印２７で示される水平方向におけ
る排紙装置モジュール１０の調整においては、回転軸２９の位置も変化する。整備作業の
ために、排紙装置モジュール１０をユニットとして折り装置１１から分離して、対応する
整備位置に移動させることができる。同様に回転軸２９の周りの旋回は、差し込み時点と
、旋回方向３１における差し込み角度と、差し込み位置の変化を生じさせる。さらにまた
、排紙装置モジュール１０を、整備の目的で側部においてさらに別の回転軸３２の周りに
旋回させて出すことも、容易に考えることができる。
【００２０】
　さらにまた、本発明による排紙装置モジュールを、手動でまたは自動的に位置調整可能
なストッパに対して空気式、または液圧式、またはばね負荷式に押圧することによって、
その対応する機能状況を保持することも可能である。また同様に、ストッパの位置は、や
はり製品に依存し、さらにまた、折りたたまれた実施例の製品の強度および／または製品
幅に応じて制御する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明による排紙装置モジュールを印刷機の折り装置と共に示す側面図である。
【図２】本発明による排紙装置モジュールの前面図である。
【符号の説明】
【００２２】
　１０　排紙装置モジュール
　１１　折り装置
　１２　裁断ブレード胴
　１３　折りブレード胴
　１４　折りくわえ胴
　１５　被印刷材料
　１６　裁断ブレード
　１７　折りブレード
　１８　突刺し装置
　１９　折りくわえ
　２０　パドルホイール
　２１　コンベヤベルト
　２２　方向転換ローラ
　２３　排紙装置ベルト
　２４　搬送ベルト
　２５　個別の駆動部
　２６　二重矢印
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　２７　二重矢印
　２８　二重矢印
　２９　回転軸
　３０　矢印
　３１　旋回方向
　３２　回転軸

【図１】

【図２】
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